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ることを目的として、高さ 1 μm 以下のサブマイクロチャネルを自在に開閉できる流
体デバイスを提案している。サブマイクロチャネル内におけるタンパク質のアッセイ
では、複数回の溶液導入によるタンパク質の凝縮や失活が問題となる。そこで、３層
の Poly(dimethyls iloxane) (PDMS)からなるバルブ構造を利用することで、チャネルを
動的に形成できるデバイスを考案し、微小管やキネシンを導入した後にサブマイクロ

















運動ステップと Adenosine tr iphosphate (ATP)の加水分解サイクルについて同時に一分
子観察を行うことを目的として、計測系の構築を提案しその有効性に関して考察して
いる。従来、全反射照明による一分子蛍光観察が用いられているが、全反射照明を用
いる方法では蛍光 ATP 濃度を 100nM 以下にする必要があり、これは細胞内における
ATP 濃度と比較して低いという問題があった。そこで、より高濃度の ATP を用いて一
分子計測するため、幅 100nm 程度のトラック構造をもつ Linear Zero Mode Waveguide 
(LZMW) を用いる計測系を提案し、 LZMW の電磁場特性に関する数値解析、ファブ
リケーションプロセスの確立および蛍光観察系の構築について考察している。数値解
析の結果からは、蛍光 ATP が励起される体積を抑制し、かつ、キネシンの位置推定を



























3. 従来の全反射蛍光観察法では困難であったキネシンのステップ運動と ATP 一分子
の結合・解離を同時に観察することを目標として、LZMW を用いた新規な観察系
の構築を提案した。数値計算によるデバイス寸法の最適化、ファブリケーション
プロセスの確立とともに、全反射蛍光観察の結果からキネシンのステップと ATP
の結合解離の同時観察が可能であることを示した。  
 
本論文は、キネシンおよびダイニンを用いた輸送とその計測についてマイクロ・ナノ
トラックを利用した新たな方法を提案するとともに、キネシンおよびダイニンの工学的
応用の実現に寄与する技術を実験的に示したものであり、学術上、実際上寄与するとこ
ろが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認め
る。また、平成２８年２月２２日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行っ
て、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
